
海外におけるボー ド類の企業動向

松本 章

1 980年 4 月，米国ワシソトソ州立大学においてパーテ ィクルボー ドシンポジウムが行わ

れ，特に構造用の成型／く－テ イクルポー ドに関 して論議されたとのことである。その中心

的議題 となったのほ， ウェハーボー ドと配向性パーテ ィクルボー ドであったとい う1）・2）。

米国においても日太同様，合板用原木事情の悪化か ら，これに代 る板物が求め られてお り，

そのための研究成果がこの シンポジウムで話題 となったものと考えられ る。

そこで1980年代のボー ド類の動向ほどうなるのか ？北米，ヨーロッパを中心に文献によ

りその動向を調査 したので紹介す る。

構造用ボー ド類の歴史2）

′ヽ ■一 7 ‾ ィ クルボー ドやハー ドボー ドの生産が開

始されて以来，構造用，す なわち荷重を受ける場

所に使用され るものがなかったわけでない。た と

えばモービルホームの床板， 外装壁材などにはパ

ーテ ィクル ボー ドが用 い られ てい た。 しか し， こ

れらのものほ建築用の板材 と してほ広 く認められ

るまでには至 っていなかった。 その理由として強

度の不足，温湿度の変化による材質の低下（パー

ティクルボー ドに著 しい），重す ぎること（ハー

ドボー ドで著 しい）などのはかに，建築業界 とし

てはとにか く製材や合板 が性能的にも価格的にも

有利に入手す ることができたからである。 一方，

ボー ド業界 としても， 合板に近い材質を有するボ

ードを生産す る方法は知っていて も， 合 板 の 価

格，性能などからも，あえて競争に乗 り出そ うな

どとほ考えてもみなかった， とい うのが これまで

の姿であったように思われ る。

1 9う0年代の中頃， 米国のアイダホ州で構造用パ

ーテ ィクルボー ドの生産 が開始されたが，市場を

獲得できないままに終った。 その原因としてほ生

産価格が高 く， また，運賃負担が合板と同じであ

った ことな どに よる。

1 962年， カナダで商品名「、アスペナイ ト」 と称

する構造用ボー ドが製造販売 され， これが成功を

みた。 カナ ダではこの 種 の製 品 は 幅 4 cm ， 長

さ4 cm ，厚さ 0．7うm m の ウェハー状削片 を用い

ていたので「ウェハーボー ド」と総称 され，今か

らう年は ど前でも合板生産量の20％を 超 え て お

り，はとん どの建築に合板 と同 じよ うに使用され

ていた。

このウェハーボー ドがカナダで成功を収めた理

由は，プ リティ ッシ 1・ コロンビア州で生産され

る合板に近い価格で生産できたこと，建築業界で

大量に併用されている合板 と競合できる品質を有

していた こと，さらに，原料 として雑草のよ うに

豊富で安価なアスペソ（ポプラ）を用 いていたこ

とな どに よる。

構造用ボー ド類の現状と将来は

1 980年 10月現在， ウェハーボー ドの工場は 9 カ

所で操業 中といわれている。厚さう／8 インチ（9．う

m m ）換算で11億2000万平方 フィー ト（約 1億40う

万m 2，比重 0．60 とすればう9万 トン）の生 産能力

を有 し，計 画中もしくは建設中の工場が米国，カ

ナダで12工場もあるとい うことである3）・4）。

この ウェハーボー ドほ同じ比重で比較すると，

強鼠 剛性で合板にはかなわない（比重を高めて

同程度の性能をもたせている）に もかかわ らず，

壁，屋根，床な どの下地材料 として， 合板に代 っ

てどん どん使われている。 しか し，成型板の分野

で主要な地位を確保 し続けるた捌 こも， 製品の改

良は今後ます ます重要 となろ う。 そのためにほ，

たとえばこれ まで どちらかといえば正方形に近い
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海外におけるボード類の企 業動向

小片を用いていたが， 多少長 日の小片を用いて中

心をランダムに，表層ほ配向す るな どの方法につ

いても検討を加える必要があろ う3）。

既に述べたが， ウェハーボー ドの原料 ほアスペ

ソ等の低質広葉樹を使用する点に特徴があ り，針

葉樹合板の価格上昇によ り，構造用材料の代替品

を求められていたチャンス，すなわち1970年か ら

1 978年の間に大径針葉樹の立木価格の大幅値上げ

により， これを原料・とする合板の価格が 5 倍にも

なった4）のを うまく生か して，現在の地位を確保

′＼一 したのである。米国ではウェハーボードはまだ構

造用ボー ド市場に占めるシェアは 1％ であるが，

針葉樹大径材の値上が りほ今後ますます激 しくな

り，それに伴 って ウェハーボー ドの地位は高まっ

てくるであ ろ う。

J′■■■■－

ところで，配向性パーテ ィクル ボー ドの動向ほ

どうか ？その将来性ほあるのか？ ウェハーボー ド

と配向性パーテ ィクルボー ドの長所を比較 した場

合，後者に軍配をあげる人 もいる（ピーター・バ

シダ ；コ ロ ン ビア ・ エ ン ジ ニ ア リン グ・ イ ン タ ナ

ショナル社の社長3））。彼ほ「ウェハーボー ドほ

確かに同じ厚さ，比重では使用する原木量，接着

剤の量か らみて優位であるが，配向性パーテ ィク

ルボー ドは生産性が断然良い」，「 しか し，両者

は相異点以上に類似点が多い。用いる小片の寸法

の違い，すなわち ウェハー（幅が広い）なのか，

ストラン ド（細長い小片）なのか，この差 しかな

いのではない か」 と も言 ってい る。

同氏の推定によれば，198う年 までには米国，カ

ナダ合わせてウェハーボー ドは17億平方 フィー ト

（ 約 1億う800万m 2， 9．うm m 換 算。

して89万 トン）に，配向性パーテ ィ

米国のみで 6 億 4000 万平方 フィー ト

m 2，比 重0 ．60 と して うう万う000 トン）

比重 0 ．60 と

クル ボ ー ドほ

（ 約 6，000 万

になる見 込

みであ る。

具体的な建設予定 としてほニューハソプシャー

州に1981年内に 1工場設立され る3）・10）。 これは表

層及び申しん共に配向させ， かつ合板の ように互

いに直交させたものである（エルメソドルフ社）。

西ドイツではこれと同様 のプラン トが1979年に 1

基完成 している3）。

これ らのボー ドとは若干異なる製品製造のため

のプラン トも昨年完成 した（ノースカロライナ州

・ ジ ョージ ア′くシフィツク社）5）・6）。 これは 配 向

した ウェハーボー ドを申 しん とし， 2 枚 のパイン

単板を表裏面に積層接着 した新製品である。通称

コンプライと呼ばれるもので，商品名「ステイブ

ル・エ ックス、」が示す ように寸慶安定性が良く外

装用を目的としている。生産能力ほ 2 億平方 フィ

ート（約 1，860万m 2，9．5m m 換算。比重 0．60 と

して10万う000 トン）である。 3年 以内にアイダホ

州でも同様のプラン トが設立予定されている。

この ようなボー ド類の動向ほ当然 のことながら

住宅着工数 と切 り離せない。 米国農務省林産研究

所（F P L ）の工業経済専政 の ディカーホーフ氏

ほ米国における住宅事情 の動向か ら，構造用の成

型ボー ド類の動向を予測 している4）。結論を先に

言えば，米国の経済成長の減速 にもかかわらず，

1 980年代のこれ らボー ド類の見通 しほ明るいとし

てい る。

すなわち，1980年代には 30～44才のいわゆるミ

ドル・エイジ層が増加 し， しかもこの年令層ほ収

入的にも安定 し，新築住宅 に対す る購入希望が強

い。 さらに婦人労働力の増加 も見逃せない として

いる。すなわち，2う～34才の米国婦人の60％以上

は就業 してお り，既婿婦人ほもちろん，独身婦人

も一家の収入を援助する ことな どしてお り，家を

持ちたいとい う意識は非常に強い。 ちなみに1970

～1989年の住宅着工数（1980～89年は平均年塞予

測。1980年前半の実数を基に した年率ほ 120万戸）

を表－1に示す。 これによると，今後年平均 249 万

戸の住宅需要があるわけで，床，壁，屋根下地等

の材料供給量は 1戸当 り9．うm m 厚の9 1×182cm

（ 3 × 6 尺）のボー ドを約 200 枚使 うと して算出

すると，全体で約89億平方 フィー ト（約 8 億2600

万m 2，比重 0．60 とすれば実に 46う万 トン）にも

なり， これを針葉樹合板， ウェハーボー ド，配向

性／く－テ イクルポー ド等が シェアを競い合 うこと

にな る。
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海外におけるボード類の企業動向

表－1 米国における新築住宅着工数の推移4）

（ 単位 ：万戸）
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中比重ファイバーボー ドの動向

構造用成型ボー ドとい う分 類か らは若干ほずれ

るが，中比重ファイバーボー ド（メディウム・ デ

ソシティ・ ファイバーボー ド， 以下M D Fと略

す）の分野に もヨー ロッパを 中心 として新 しい波

が押 し寄せている。

このM D F ほ今か ら約1う年ほど前に，米国のセ

ロラ ックス社から「バラボー ド」の商品名で発売

され評判となったボー ドで， ハー ドボ ー ド よ り

軽く， パーテ ィクルボー ドに似た中程 度 の 比 重

（ 0．う0～0．70）をもつ厚物ボー ドである。 この製

品の成功はなんと言っても加圧型 ダブルディスク

リファイナー，すなわち プレッシャーライズ ド・

ダブル デ ィス ク リフ ァイナー（ P D D R ）を 用 い

からみ合いの良いファイバーを得ることができた

ことにある。 従来の ファイバーボー ド用のチ ップ

は′くル プ用の湿 った チ ップで なけれ ばな らな か っ

たが，この P D D R はその概 念を打ち破 り，家具

工場で人工乾燥された広葉樹からのチ ップでも，

合板工場の 乾燥単板や 合板の耳， さらには 製 材

工場な どのプ レーナ層からでも良質のファイバー

が得 られ， ノヽ －■ 7 ‾ ィ クルボー ド以上 に 幅広い原

料を使用できるとい うことで，将来性が高 く買わ

れたのである。接着剤 としてユ リア又はメラミソ

ユリア共縮合樹脂をパーテ ィクルボー ドなみに固

型分 8 ％程度添加 （外装用ほ12％程度） して

いる。 ホ ットプレス 前の ドライマットの含水

率は 10～11％ とやや高めになっているが， プ

レス熱盤は 1200c 程度に蒸気加熱 してお き，

そのまま高周波加熱す ることができるの で プ

レス時間が短 く， しかも 12．7～76．2m m とい

う厚物ボー ドの生産が可能であると言 われ て

いる 7）・幻。

合板，パーテ ィクルボー ド，ファイバ ーボ

ードなどの生産量の多少や 使用実績などか ら，

これ まではスエーデソなど一部を除 くと ヨー

ロッパはパーテ ィクルボー ドが，米 国で ほ合

板とファイバーボー ドが， とい う印象 が強 か

った。 しか し，既に述べてきたよ うに米 国 で

はウェハーボー ドや配向性 パーテ ィクルボー ドの

伸びが大 きくなるとい う予測が圧倒的に多 く，一

方， ヨーロッパでは以下に述べ るよ うにM D F が

人気を呼んでいるとい う。

ホリヤー尉こよれば9），ヨーロッパのボード分

野に新たな波が押 し寄せているが ファイバーボー

ド需要開発機構（ F I D O R ）の メンバーは少 し

も驚きの色を見せていないとい う。そ の波とはM

D F である。 このボー ドに関係す る人達はM D F

のあらゆる長所について，あれ これ論ずるまでも

なく，実際にヨーロッパ各地で使われているとい

う事実を素直に受けとめ ている。 しか もM D F の

使用が確実に伸び， やがて需要ほ生産量を追い越

すであろ うとい う予測す ら出 している。

この背景にあるものはやは り米国同様に原木事

情の悪化で，特に ヨーロッパでは素材が不足 して

おり，M D F を用いて腰羽 目， モールディング，

テーブル及びいすの脚， ドア，棺桶などが作 られ

ている。 この ような動きからも全ボー ド市場にお

けるM D F のシェア拡大，すなわち他 ボー ド市場

への侵略 も時間の問題 と言われている。

米国ではM D F は寸慶安定性が良いので，フレ

ームや間仕切にも用いられ， フラッシュ・ ドアの

製造には針葉樹製材品の代わ りに使わ れ て い る

が，英国ではⅤカッ ト， オーバ レイ，大 口加工 の

しやすさな どか ら家具，お もちゃ，オーディオ，

－1 0 一

ノ、

／へ



海外におけるボード類の企 業動向

T V セ ット，棺桶等にも用い られている。 需要増

に応えるため198 1年にほ 自国での生産が予定され

ている。 かの パーテ ィクル王国 であ る西 ドイ ツで

もM D F が壁パネルとして用いられ， 成功を収め

ているとい うことである。 さらにイタリア及びス

ペインでほ既に197う年に年間生産 量 8う，000m 3能

力のプラン トが設置されている（高周波 プ レス使

用）。 東 ヨーロッパの動向ほつかみに くいが，東

ドイツでは1969年に年間生産量 1う0，000m 3能力の

プラン ト（ホ ットプレス使用）が設 置 さ れ て お

′＼ り・ ユーゴスラビアでも1974年，1978年にそれぞ
れ8う，000， 100 ，000m 3 能力のプラン トが設置され

ている（いずれも高周波プレス使用）。

r

ただ， このよ うな異状とも思わ れるM b F 熱

ほ，経済の原則を乱 しかねないのではないか，と

いう心配も一部にある。 た とえば，英国で生産が

予定されているM D F の能力ほ年間 う0，000m 3で，

一方， 自国内の消費量ほ20，000～2う，000m 3 と予

測されていることか ら， 約半分は輸出 しなければ

ならず，運賃負担や過剰生産に よる製品価格の混

乱な ど， 問題が予想されると棺桶す る専門家も多

い。

ところで， 日本の隣国， 中華人民共和国でもM

D F の生産が開始され ようとしている。 日産能力

ほ1う0 トンで，そのための原料の70％はマツ間伐

材，30％が製材工場や単板工場か らの廃材でまか

なわれ るとい う。 フ ォー ミソグマ シン， プ リプ レ

ス， フライングソー，金属探知機， ホ ットプ レス

（ 12段，122×488cm ）等ほとんどの設備 は ワ シ

ソトソ・ アイロン・ ワーカス社製で，加圧解放機

はスプラウト・ ワル ドロソ社製（42－ IC P 型，最

高蒸気圧 力 14kg ／c m 2）の ものである。1982年 10

月の生産開始 をめざ して，着々と準備が進められ

てい る とい うこ とであ る11）。

1 980年代はどのボー ドが栄えるか？

しからば1980年代はパーテ ィクルボー ドの時代

なのか，ファイバーボー ドの時代なのか ？ 米国

の′く－テイクルポー ド協会（N P A ）の技術部長

であるモーシヤカサー氏は次のように 述 べ て い

表－2 世界における木質パネルの地域別生産量13）

（ 1979年，百万m 3）

合分区 坂iぶ：言イクル信二‡バ‾l 計

北米

西欧

日本

その他

計

1 9 ．9 し5 6 ）

2 ．6（1い

8 ．1し8い

1 1 ．0（ 3 9 う

4 1 ．6（ 4 2 ）

7 ．5（2 1 ）

1 8 ．9（ 7 8 ）

1 ．2（ 1 2 ）

1 0 ．9（ 3 8 ）

3 8 ．5（ 3 9 ）

8 ．1（ 2 3 ）

2 ．8（ 1 1 ）

0 ．7 し 7 ）

6 ．4（ 2 3 ）

1 9 ．0（ 1 9 ）

3 5 ．5 し1 0 0 〕

2 4 ．3（ 1 0 0 ）

1 0 ．0（ 1 0 0 ）

2 8 ．3 し1 0 0 ）

9 8．1（10の

注）（ ）は各地域におけるパネル別割合（％）

る12）。

1 978年のパーテ ィクルボー ドの生産量は北米で

うノ4 インチ 換算で59億平方 フィー ト〔杓 う億6200

万m 2。 19m m 厚換算で 68 1万m 3， 比重0．60とし

て409 万 トン。世界食糧農業機構（F A O ）統計

でほ 7う0万m 3 という数値になっている13）〕で1979

年も同量を記録 しそ うである。一 方， M D Fほ

1 978年 にほ う億3900万平方 フィー ト（紛う000万m 2

う6万 トン）に達 し，今後10年間には一 層の伸びが

期待 されている。 ヨーロッパにおいて注 目を集め

ているM D F は米国市場では，決 して新 しい製品

でほないが，197う年 N P A に加盟 した数社が生産

していた時は2 億 1う00万平方 フィー ト（約 2 ，000

万m 2， 22万 トン） であるから， わずか 3 年間で

2 ．う倍 に急増 したことになる。 このM D F が出始

めた頃，その良 さが十分理解 してもらえ な か っ

た。 この点が パーテ ィクルボ ー ドの歴 史 とは若干

異なっていたが，多 くのユーザーが うまく説き伏

せられてそれを用い，やがてその 良さに 気 づ く

や，自らがその宣伝役 を買って出 るほ どに な っ

た。今のところ市場占有率ほ低いが， 市場におけ

る革新的な多 くのユーザーが， 自分達のニーズに

マッチ した性能を有す るM D F に対 して好意的で

あることか ら， ヨーロッパ同様米国でも1980年代

の市場に大きな変動を呼び起こすであろ う。

ボー ドの一般的性質として平滑性， ちみつ性，

機械加工性の良さな どがあげられてい るが，家具

工業界でほ価格的な面か らも，合板や素材に代 っ

てボー ドが大量に使用されている。過去 う年間に

この分野にボー ド類ほ着実に浸透 してお り， 今 日

ではた とえば包装業界 は′く－テイクルポー ドを使

ー1 1 －



海外におけるボー ド類の企業動向

用していない業者ほほとん どないは どである。工

業用資材 としても活発に用い られ，床材 としてパ

ーテ ィクルボー ドを用いるモービルホームは頼み

の綱である。 このモービルホームを含めた住宅産

業のち ょうらくぶ りについては， 多 くの人が述べ

ているが，前述のデ ィカーホ フ氏同様，N P A で

もこの低迷は一時的なもので， 1980年代には回復

すると見ている。既に述べたが住宅の潜在的需要

は年間 249 万戸 もあ り，床，壁，屋 根下地等で合

板に代 って重要な役割を担 う時が必ず来ると見て

いる。

結論を言えば，1980年代は住宅， 家具，キ ャビ

ネット及びモービルホーム業界が，来 るべき需要

増の時を 目前に， エネルギーを蓄えてお り，パー

ティクルボー ド（配向性も含めて）， ウェハーボ

ード，M D F ともに強い時代 となろう。

1 98 1年の第う1回日本木材学会のボー ド部門の研

究発表の内容を見ると， 配向性パーテ ィクルボー

ドに関する報告が20件中 6 件も占めている。 日本

ではこの種のボー ドの企業化はまだ無 く， 計画さ

れたものも白紙の状態になっている。いっときも

早く研究の段階から企業化実現となるよう期待す

る∩
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なお，太稿を書 くにあた り次の資料を参考に し

た。

1 ） B IL L KEIいPLYⅥrOOD＆PANEL，No．6，29（19糾）

2 ） 渡辺 治夫 ‡ノ、－ ドボード・パ ーテ ィクルボー ド・ イ ン シ ュ

レー シ ョ ン ボ ー ド ， N o ．70 ， 2 （1 9 7 6）

3） D ． A ． P E A S E ！ F o r e s t I n d u s t r i e s ， N o ． 6 ， 5 2 （ 1 9 8 0 ）

4 ） E ．D IO K E R H O O F …P L Y W O O D ＆ P A N E L ， N o ．4 ，21

（ 19 糾）

5 ） R ．D IX O Ⅳ ；同上， N o ．1 1， 17（1 980 ）

6 ） F or e st I n d u str ie s ， N o ．1 1， 6（ 1980 ）

7 ） 佐 野弥 三 郎 ；ノ、－ ドボ ー ド・ パ ー テ ィク ルボ ー ド・ イ ン シ ュレ

ーシ ョ ン ボ ー ド ， N o ．3 4， 9（ 19 6 9）

8 ） 山本 昭夫 三木材工業，N o．10，24（19 75）

9 ） D ．H o L I」柑 R ；P L Y W O O D ＆ P A N E L ， N o ．8（198 0）

1 0） R ，D IX O Ⅳ …同上 ，N o ．10 ，2 3（19 79）

1 1） 同 上 ，N o ．1 0，2 6（198 0）

1 2） 同 上 ，N o ．1，2 7（1980 ）

1 3） 繁 沢 静夫 …ハ ー ドボ ー ド・ パ ーテ ィクルボ ー ド・ イン シ ュレ

ーシ ョ ン ボ ー ド ， N o ．8 7， 2（19 8 0）

1 4） L ．M ．G u s s 王P L Y W O O D ＆ P A N E L ， N o ．1 1， 13（19糾 ）

（ 林産試験場 繊維化学科）
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